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高
市
早
苗
首
相
に
よ
る

「台
湾
有
事

は
日
本
の
存
立
危
機
事
態
」
と
の
７
日

の
国
会
答
弁
は
、
中
国
と
の
外
交
関
係

を
急
速
に
悪
化
さ
せ
、
１０
年
前
に
制
定

さ
れ
た
安
全
保
障
関
連
法
の
矛
盾
点
を

さ
ら
け
出
し
て
い
る
。

同
法
に
よ
る
と
、
存
立
危
機
事
態
と

は

「密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
」
が
攻

お
び
や

撃
さ
れ
、
日
本
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
る

事
態
を
い
い
、
自
衛
隊
が
そ
の
他
国
を

守
る
た
め
に
海
外
で
武
力
行
使
で
き
る

と
す
る
。
政
府
は
「密
接
な
関
係
に
あ

る
他
国
」
と
し
て
米
国
を
想
定
す
る
。

高
市
氏
は
、
中
国
軍
に
よ
る
海
上
封

鎖
を
解
く
た
め
に
米
軍
が
来
援
し
、
存

立
危
機
事
態
に
発
展
す
る
と
述
べ
た
よ

う
に
取
れ
る
。
事
態
認
定
が
あ
れ
ば
、

日
本
は
米
軍
を
守
る
た
め
に
中
国
と
戦

う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
戦
い
は
、
台

湾
を
守
る
戦
争
そ
の
も
の
だ
。

問
題
は
、
台
湾
は
自
国
の
領
土
と
の

中
国
の
主
張
を

「十
分
理
解
し
、
尊
重
」

す
る
と
し
た
１
９
７
２
年
の
日
中
共
同

声
明
と
矛
盾
す
る
点
に
あ
る
。
つ
ま
り

対
米
支
援
に
焦
点
を
当
て
た
安
全
保
障

関
連
法
が
前
面
に
出
る
こ
と
に
よ
り
、

共
同
声
明
が
空
文
化
し
て
日
中
関
係
は

崩
壊
し
、
日
本
は
戦
争
へ
の
「巻
き
込

ま
れ
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

戦
場
に
な
る
の
は
核
保
有
国
の
中
国

で
も
米
国
で
も
な
く
、
台
湾
と
日
本
と

い
う
の
が
米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「戦
略
国

際
問
題
研
究
所

（Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）」
の
見
立

て
だ
。
対
米
支
援
す
れ
ば
日
本
が
壊
滅

す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
法
律
を
制
定
し
た
当
時
の
安
倍

晋
三
首
相
は
、米
国
を
守
る
た
め
の
「集

団
的
自
衛
権
行
使
の
解
禁
」
に
と
ら
わ

れ
過
ぎ
て
、
対
米
支
援
が
対
中
戦
争
と

な
る
構
図
に
目
を
向
け
な
か
っ
た
と
考

え
る
ほ
か
な
い
。

高
市
氏
は
国
会
で
、
中
国
の
戦
艦
に

よ
る
武
力
行
使
で
あ
れ
ば
、
ど
う
考
え

て
も
存
立
危
機
事
態
に
な
る
と
も
答
弁

し
た
。
政
府
は
台
湾
を

「国
」
と
は
認

め
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
「密
接
な
関

係
に
あ
る
他
国
」
に
は
該
当
し
な
い
。

し
か
し
、
高
市
氏
の
答
弁
は
あ
い
ま

い
で
、
法
律
を
踏
み
越
え
て
で
も
台
湾

を
防
衛
す
る
と
主
張
し
た
と
も
取
れ

一　
る
。
こ
れ
は
自
民
党
副
総
裁
に
再
就
任

一　
し
た
麻
生
太
郎
元
首
相
の
持
論

「台
湾

一　
有
事
は
存
立
危
機
事
態
」、
だ
か
ら

「戦

一　
う
覚
悟
で
す
」
と
同
じ
意
味
に
な
る
「

一　
　
い
ず
れ
に
し
て
も
中
国
が
自
国
の
内

一　
政
問
題
で
あ
り
、
核
心
的
利
益
と
す
る

〓　
ムロ湾
に
高
市
氏
が
手
を
突
つ
込
み
、
虎

一　
の
尾
を
踏
ん
だ
の
は
間
違
い
な
い
。
野

一　
党
に
発
言
を
批
判
さ
れ
、
撤
回
し
な
い

一　
と
強
弁
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
原

一　
稔

官
房
長
官
は
「対
話
に
よ
る
平
和
的

一　
解
決
を
期
待
す
る
の
が
政
府
の
一
貫
し

一　
た
立
場
だ
」
と
中
国
側
に
説
明
し
た
。

一　
　
こ
れ
は
習
近
平
国
家
主
席
と
戦
略
的

一　
互
恵
関
係
の
進
展
を
約
束
し
た
日
中
首

　̈
脳
会
談
の
翌
日
、
台
湾
の
元
行
政
院
副

一　
院
長

（元
副
首
相
）
と
も
会
談
し
た
こ

一　
と
と
同
様
、
中
国
側
に
「高
市
政
権
は

一　
一
一枚
舌
」
と
の
疑
念
を
抱
か
せ
た
。

一　
　
安
倍
政
権
で
最
悪
に
な
っ
た
日
中
関

一　
係
は
、
後
任
の
首
相
に
よ
っ
て
少
し
ず

一　
つ
改
善
し
て
き
た
が
、
高
市
首
相
の
登

一

場
で
↓含
〕に
帰
し
た
。
墾
父
の
批経
いモ

一　
理
解
し
な
い
首
相
に
政
治
の
舵
取
り
は

一　
で
き
な
い
。
家
計
は
火
の
車
、
国
土
は

一　
火
だ
る
ま
に
な
り
か
ね
な
い
。

は
ん
だ
　
し
げ
る
・
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
１１
月

２９
日
に
新
刊

『半
田
滋
の
新
・安
全
保
障
論

「
安
倍

政
治
」
の
現
在
地
』
（あ
け
び
書
房
）
発
売
。

改
善
し
て
き
た
日
中
関
係

高
市
首
相
の
登
場
で
水
泡
に

11月 7日、衆院予算委員会で挙手をする高市早苗首相。

(提供/つのだよじお・アフロ)
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週刊金曜日 2025.11.28(1547号) 30
次回は12月 12日号の掲載予定です。
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